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定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
五
年
二
月

　

２
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
に
招
集
さ

れ
、
３
月
28
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
に
は
、
県
政
運
営
の
基
本

と
な
る
、
１
兆
６
３
１
７
億
３
０
０
万
円

余
の
一
般
会
計
、
６
２
７
１
億
１
１
０
０

万
円
余
の
特
別
会
計
な
ど
、「
平
成
25
年

度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」
や
国
の
緊
急

経
済
対
策
を
踏
ま
え
た
「
平
成
24
年
度
福

岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

な
ど
の
予
算
議
案
23
件
、「
福
岡
県
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
条
例

議
案
25
件
、
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案

３
件
、
経
費
負
担
に
関
す
る
議
案
３
件
、

人
事
に
関
す
る
議
案
３
件
、
そ
の
他
の
議

案
５
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
計
63

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
平
成
24
年
度
福
岡
県
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）」
な
ど
の
予

算
議
案
16
件
、
条
例
議
案
１
件
、
経
費
負

担
に
関
す
る
議
案
11
件
、
計
28
件
の
議
案

が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
編
成
、
景

気
・
雇
用
対
策
、
災
害
対
策
、
環
境
問
題
、

農
林
水
産
問
題
、
教
育
問
題
な
ど
県
政
全

般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
３
月
12
日
に
は
、
予
算
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
「
平
成

25
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
20

件
の
予
算
議
案
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
過
程
で
は
、財
源
確
保
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
最
低
制
限
価
格

の
引
き
上
げ
、
医
療
問
題
、
環
境
問
題
、

性
暴
力
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
、
基
本
的
生

活
習
慣
習
得
事
業
、
農
業
問
題
、
産
業
政

策
、
防
災
対
策
、
教
育
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
質
疑
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案
91
件

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
誕
生
の
謎
を
解
く

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）を 

九
州 

に
！

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
っ
て
何
？

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
「
リ
ニ
ア
」

は
「
直
線
」、「
コ
ラ
イ
ダ
ー
」

は
「
衝
突
型
加
速
器
」
の
こ

と
で
す
。
全
長
約
30
～
50
�

�
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

直
線
型
の
「
巨
大
加
速
器
」

を
建
設
し
、
電
子
と
陽
電
子

を
ほ
ぼ
光
速
度
ま
で
加
速
し

て
衝
突
さ
せ
る
と
ビ
ッ
ク
バ

ン
直
後
の
状
態
が
再
現
さ
れ

ま
す
。
こ
の
瞬
間
に
発
生
す

る
素
粒
子
の
測
定
・
解
析
に

よ
っ
て
、
万
物
の
質
量
（
重

さ
）の
起
源
と
さ
れ
る「
ヒ
ッ

グ
ス
粒
子
」
の
性
質
解
明
が

進
み
、
ま
た
、
未
知
の
粒
子

の
発
見
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
類
の
夢
で
あ
る
宇
宙

誕
生
の
謎
の
解
明
に
迫
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
世
界

中
の
研
究
者
が
建
設
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。

　

福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た

が
る
脊
振
地
域
は
、
国
連
機

関
も
存
在
す
る
国
際
色
豊
か

な
都
市
、
福
岡
市
に
近
く
、

留
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
外

国
人
が
安
全
・
安
心
・
快
適

な
生
活
が
送
れ
る
環
境
が
あ

る
こ
と
、
数
多
く
の
大
学
や

研
究
機
関
が
集
積
し
、
ア
ジ

ア
の
主
要
都
市
・
国
内
各
地

と
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
充
実
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
巨
大

加
速
器
建
設
の
有
力
候
補
地

な
の
で
す
。

　

実
現
す
る
と
？

　

世
界
中
の
多
く
の
研
究
者

等
が
こ
の
地
域
に
居
住
（
滞

在
）
し
、
九
州
各
地
と
の
交

流
や
企
業
と
の
連
携
・
共
同

研
究
と
い
っ
た
活
動
を
通
じ

て
、
世
界
最
先
端
の
科
学
技

術
拠
点
で
あ
る
国
際
研
究
都

市
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、

先
端
成
長
産
業
の
集
積
が
進

み
、
九
州
地
方
の
経
済
の
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
議
会
で
は
、
昨
年
の
２

月
定
例
会
以
降
、
本
県
の
重

点
課
題
と
し
て
九
州
に
お
け

る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
、

推
進
体
制
を
強
化
す
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

２
月
14
日
、
こ
の
提
言
に
基

づ
き
、
九
州
の
産
学
官
政
が

一
体
と
な
っ
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ア

ジ
ア
︲
九
州
推
進
会
議
」
が

設
立
さ
れ
、
松
本
國
寛
議
長

　

宇
宙
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」。

　

こ
の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
を
再
現
し
、
宇
宙
誕
生
の
謎
を
解
く
「
国
際
リ
ニ

ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
計
画
」
が
今
、世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
九
州
の
脊
振
地
域
に
実
現
し
よ
う
と
い
う
壮

大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

も
顧
問
と
し
て
就
任
し
て
い

ま
す
。こ
の
推
進
会
議
で
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
講
演
会
な

ど
の
開
催
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
推

進
の
た
め
の
調
査
研
究
や
国

な
ど
に
対
す
る
活
発
な
要
望

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、新
聞
や
テ
レ
ビ
で
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
言
葉
を
頻
繁

に
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と

思
い
ま
す
。
人
類
の
進
歩
と

基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
九

州
実
現
に
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

東京での設立報告会の様子
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Ｑ　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
で

財
政
調
整
等
３
基
金
か
ら
前
年

度
比
２
７
６
％
増
の
２
６
８
億

円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。
思
い

切
っ
た
基
金
取
り
崩
し
を
決
断

し
た
知
事
の
真
意
を
問
う
。

Ａ　

歳
出
面
で
社
会
保
障
費
、

公
債
費
が
増
加
。
歳
入
面
で
地

方
公
務
員
給
与
費
の
削
減
等
で

地
方
交
付
税
が
減
っ
た
こ
と
な

ど
で
収
支
不
足
が
大
幅
に
拡
大

し
た
た
め
、
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
て
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。

平
成
25
年
度
末
の
３
基
金
残
高

見
込
み
は
81
億
円
。
国
家
公
務

員
と
同
様
の
給
与
削
減
の
実
施

を
前
提
と
し
た
地
方
交
付
税
等

の
削
減
措
置
は
異
例
だ
が
、
影

響
額
は
２
１
８
億
円
に
上
る
。

国
か
ら
の
給
与
引
き
下
げ
の
要

請
も
あ
り
、
現
実
問
題
と
し
て

重
く
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な

い
。
一
方
で
、
人
件
費
は
職
員

の
生
活
に
深
く
関
わ
る
問
題
。

現
在
悩
み
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
。
今
後
の
財
政
運
営
は
新
た

な
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
収
支
不
足
改
善
の
具
体
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

新
規
事
業
「
児
童
虐
待
防

止
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
概

要
と
今
回
な
ぜ
福
岡
、
北
九
州

２
地
区
が
外
れ
た
の
か
を
知
事

に
問
う
。

Ａ　

本
事
業
は
児
童
虐
待
防
止

専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

拠
点
病
院
に
配
置
。
地
域
の
医

療
機
関
に
助
言
を
行
う
な
ど
し

て
地
域
医
療
機
関
の
虐
待
対
応

能
力
を
向
上
さ
せ
る
も
の
。
県

内
４
カ
所
に
拠
点
病
院
を
設
置

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
、

両
政
令
市
に
も
呼
び
掛
け
て
き

た
。
政
令
市
も
補
助
対
象
と
な

る
こ
と
が
今
年
１
月
の
政
府
予

算
案
決
定
ま
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
両
市
か

ら
は
検
討
の
時
間
が
欲
し
い
と

聞
い
て
い
る
。
引
き
続
き
働
き

掛
け
て
い
く
と
と
も
に
、
今
回

県
が
設
置
す
る
拠
点
病
院
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
脊
振
地
域
へ
の

誘
致
に
向
け
て
知
事
の
抱
負
と

所
見
を
聞
く
。 

Ａ　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
は
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
性

質
解
明
な
ど
最
先
端
の
研
究
が

行
わ
れ
る
。
実
現
す
れ
ば
、
本

地
域
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
。多
く
の
研
究
者
・

技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
ア
ジ
ア
で
も

類
を
見
な
い
国
際
研
究
都
市
が

形
成
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
理
解
促
進
に

努
め
、
昨
年
12
月
に
は
世
界
の

優
秀
な
若
手
物
理
研
究
者
約
80

人
が
最
新
の
研
究
情
報
を
学
ぶ

ス
ク
ー
ル
を
こ
の
地
で
開
催
し

た
。
今
後
も
九
州
・
山
口
の
産

学
官
政
が
設
立
し
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ

ア
ジ
ア
︲
九
州
推
進
会
議
」
や

県
議
会
と
も
連
携
し
て
脊
振
地

域
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
。
地
域

の
機
運
醸
成
や
国
内
外
へ
の
情

報
発
信
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
。
商
工
部
次
長
を

ト
ッ
プ
と
す
る
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
県

庁
内
に
早
急
に
設
置
。
人
類
に

と
っ
て
偉
大
な
飛
躍
と
な
る
発

見
が
、
わ
が
脊
振
地
域
か
ら
全

世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
皆
さ

ま
と
共
に
頑
張
っ
て
い
く
。

 

自
民
党
県
議
団

樋
口　
　

明　

議
員

Ｑ　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の

被
災
地
で
は
、
い
ま
だ
手
つ
か

ず
の
災
害
箇
所
や
着
工
し
て
い

て
も
復
旧
ま
で
に
相
当
の
日
数

を
要
す
る
現
場
が
あ
る
。
３
カ

月
後
に
は
梅
雨
を
迎
え
、
二
次

災
害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
復
旧

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

Ａ　

被
災
箇
所
の
災
害
査
定
は

完
了
し
、
復
旧
工
事
を
順
次
発

注
し
て
い
る
。
全
力
で
工
事
を

進
め
、
梅
雨
期
ま
で
の
完
成
に

努
め
る
。
用
地
買
収
が
必
要
な

改
良
復
旧
箇
所
や
、
工
事
が
大

規
模
で
あ
っ
た
り
、
内
容
が
複

雑
だ
っ
た
り
す
る
原
形
復
旧
箇

所
は
、
梅
雨
期
ま
で
に
工
事
が

完
了
し
な
い
た
め
、
大
型
土
の

う
の
設
置
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

よ
る
被
覆
な
ど
の
対
策
を
実
施

す
る
。
農
地
や
農
業
用
施
設
の

復
旧
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体

で
あ
る
市
町
村
、
水
利
組
合
な

ど
が
順
次
、
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
被
害
の
甚
大
な
箇
所
な

ど
一
部
を
除
き
田
植
え
ま
で
に

営
農
再
開
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
指
導
と
支
援
を
行
う
。
梅
雨

期
ま
で
に
復
旧
で
き
な
い
箇
所

に
は
、
仮
設
水
路
や
ポ
ン
プ
の

設
置
に
よ
っ
て
用
水
を
確
保

し
、
二
次
災
害
防
止
の
た
め
に

必
要
な
工
事
を
実
施
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

Ｑ　

安
倍
内
閣
が
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加

に
大
き
く
傾
い
た
こ
と
に
、
落

胆
と
大
変
な
憤
り
を
感
じ
て
い

る
。
国
や
国
民
に
極
め
て
大
き

な
影
響
が
あ
る
問
題
だ
が
、
知

事
は
今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
取

り
組
む
と
き
に
国
益
と
い
う
言

葉
を
ど
う
捉
え
て
判
断
し
行
動

す
る
の
か
。

Ａ　

私
が
思
う
国
益
と
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、

経
済
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の

安
定
と
発
展
と
い
う
観
点
か
ら

総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば

医
療
と
か
食
の
安
全
と
か
農
業

の
維
持
・
発
展
と
か
、
各
分
野

の
社
会
に
お
け
る
役
割
も
十
分

考
慮
し
て
、
政
府
は
判
断
し
て

も
ら
い
た
い
。
政
府
が
こ
う
し

た
こ
と
も
含
め
て
総
合
的
に
判

断
し
、
そ
の
結
果
が
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
、
プ
ラ
ス
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
国
益
に
か
な
う
こ

と
だ
と
考
え
る
。

　

交
渉
参
加
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
知
事
会
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

要
望
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、

多
岐
に
わ
た
る
交
渉
分
野
で
の

わ
が
国
へ
の
影
響
、
と
り
わ
け

地
方
へ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
か
、
懸
念
さ
れ

る
影
響
に
対
し
国
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
考
え
方
を
国
民
に
十
分
に

説
明
し
、
国
益
に
沿
っ
た
判
断

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ　

福
岡
県
の
教
育
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
。

Ａ　

相
手
の
こ
と
を
尊
重
し
、

互
い
の
多
様
性
を
認
め
、
思
い

や
り
の
心
を
持
っ
て
社
会
的
な

自
立
が
果
た
せ
る
よ
う
な
、
豊

か
な
心
と
志
を
持
つ
た
く
ま
し

い
子
ど
も
に
育
っ
て
も
ら
い
た

い
。
こ
う
し
た
子
ど
も
像
を
家

庭
、
学
校
、
地
域
、
行
政
が
共

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
連
携
し
、
社
会
全
体

で
子
ど
も
を
育
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

Ｑ　

在
宅
重
症
難
病
患
者
を
介

護
す
る
家
族
に
一
時
的
休
息
を

提
供
す
る
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院

事
業
の
拡
大
と
そ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
、
介
護
職
員

と
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
問

う
。
教
職
員
も
一
定
の
研
修
を

受
け
れ
ば
医
療
ケ
ア
が
可
能
と

な
っ
た
が
、
教
員
に
門
戸
を
広

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

56
の
特
定
疾
患
以
外
の
患

者
、
人
工
呼
吸
器
を
使
っ
て
い

な
い
患
者
も
家
族
が
必
要
と
す

る
場
合
は
入
院
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
25
の
受

け
入
れ
病
院
は
地
域
的
に
偏

在
。
県
重
症
神
経
難
病
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
力
病
院
に
引
き
続
き

協
力
を
求
め
て
い
く
。
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
は
障
害
者

福
祉
課
を
中
心
に
、
必
要
な
方

に
必
要
な
情
報
が
届
く
方
策
を

検
討
す
る
。（
平
成
26
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
）
介
護
職
員

処
遇
改
善
加
算
は
そ
の
効
果
と

課
題
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
県
は
平
成
27
年
度
以

降
も
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
策

が
確
実
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
く
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
は
新
た
に
子
育
て
応

援
基
金
を
活
用
。
私
立
保
育
所

の
保
育
士
給
与
改
善
の
助
成
に

20
億
１
千
万
円
を
平
成
25
年
度

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

教
員
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
の

実
施
は
現
在
、
医
療
的
ケ
ア
に

関
す
る
「
運
営
協
議
会
」
で
協

議
中
。
特
別
支
援
学
校
を
設
置

す
る
市
と
も
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

中
小
企
業
、
特
に
体
力
の

な
い
中
小
零
細
企
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

Ａ　

県
内
に
は
約
15
万
社
の
中

小
企
業
が
あ
り
、
う
ち
約
13
万

社
が
小
規
模
事
業
者
。
各
企
業

に
対
し
て
き
め
細
か
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
か

ら
は
経
営
改
善
計
画
の
策
定
や

販
路
開
拓
を
支
援
す
る
専
門
家

等
の
派
遣
事
業
を
実
施
。
特
区

関
連
事
業
へ
の
参
入
や
取
引
拡

大
を
支
援
す
る
た
め
、
設
備
投

資
に
対
す
る
助
成
も
始
め
た

い
。

Ｑ　

教
師
が
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
児
童
生
徒

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
時
間
の
確
保
を
徹
底
す

べ
き
だ
。
教
員
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
教
育
長
に
見
解
を
問

う
。
知
事
に
は
通
学
路
の
安
全

対
策
を
伺
う
。

Ａ　

各
学
校
で
教
員
の
超
過
勤

務
の
縮
減
方
策
を
話
し
合
い
、

そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
県

教
委
は
今
後
と
も
実
態
把
握
に

努
め
、
効
果
的
な
取
り
組
み
の

全
県
的
な
拡
大
を
促
す
と
と
も

に
管
理
職
に
対
す
る
指
導
を
徹

底
す
る
。
指
導
方
法
工
夫
改
善

担
当
教
員
を
活
用
し
た
専
科
制

の
取
り
組
み
も
促
す
。

　

昨
年
の
緊
急
合
同
点
検
の
結

果
、
県
管
理
の
道
路
で
安
全
対

策
が
必
要
な
所
は
５
８
６
カ

所
。
う
ち
道
路
管
理
者
に
よ
る

安
全
対
策
が
必
要
な
所
は
４
２

１
カ
所
あ
り
、カ
ラ
ー
舗
装
化
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、
路
肩
の

拡
幅
な
ど
を
実
施
し
、
平
成
24

年
度
末
に
は
２
０
６
カ
所
の
対

策
を
終
え
る
予
定
だ
。
平
成
25

年
度
は
１
７
１
カ
所
で
対
策
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

新
政
権
の
掲
げ
る
「
道
州

制
」「
一
括
交
付
金
の
廃
止
」「
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
を
前
提

と
し
た
地
方
交
付
税
の
削
減
」

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
と
と

も
に
、「
国
の
出
先
機
関
の
地
方

へ
の
移
管
」
に
対
す
る
考
え
と

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

道
州
制
の
導
入
に
は
、
地

方
分
権
改
革
の
流
れ
に
沿
っ
て

国
と
地
方
の
役
割
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
、
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
分
権
改
革
を
停
滞
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
地
方
が

主
体
的
に
分
権
型
社
会
の
実
現

に
向
け
た
道
州
制
の
在
り
方
を

主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

平
成
23
年
度
創
設
の
一
括
交

付
金
は
、
地
方
が
省
庁
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
横
断
的
に
事
業

を
選
べ
る
な
ど
一
定
の
評
価
が

で
き
る
一
方
、
問
題
や
課
題
も

あ
っ
た
。
平
成
25
年
度
は
各
省

庁
の
交
付
金
等
に
移
行
す
る
と

さ
れ
る
が
、
地
方
の
裁
量
の
拡

大
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
な

ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

国
と
地
方
と
の
協
議
が
不
十

分
な
ま
ま
地
方
交
付
税
が
削
減

さ
れ
た
の
は
遺
憾
。
本
県
へ
の

影
響
は
２
１
８
億
円
に
も
上

り
、
国
か
ら
給
与
引
き
下
げ
要

請
も
来
て
い
る
。
職
員
の
生
活

に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、

悩
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

　

九
州
地
方
知
事
会
は
１
月
、

新
政
権
に
国
の
出
先
機
関
の
議

論
を
前
に
進
め
る
よ
う
要
望

し
、
本
県
も
政
府
・
与
党
に
対

し
緊
急
提
案
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
九
州
各
県
の
知
事
、

議
会
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
、
国

の
出
先
機
関
改
革
の
旗
を
降
ろ

す
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

国
土
交
通
省
の
速
報
値

で
、
平
成
24
年
の
福
岡
空
港
の

発
着
回
数
が
15
万
６
千
回
に
達

し
た
。
県
が
「
容
量
限
界
」
と

し
、
空
港
の
将
来
像
を
議
論
し

て
き
た
中
で
前
提
と
な
っ
た
14

万
５
千
回
を
１
万
回
以
上
、
上

回
る
が
、
こ
の
数
字
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

Ａ　

14
万
５
千
回
は
、
学
識
経

験
者
の
意
見
を
聞
き
国
が
算
出

し
た
も
の
で
、
混
雑
や
遅
延
等

が
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
日
々

の
安
定
し
た
運
航
が
常
に
可
能

と
な
る
滑
走
路
処
理
容
量
で
あ

る
。
現
在
、
福
岡
空
港
は
朝
夕

に
混
雑
、
遅
延
等
が
常
態
化
し

て
お
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
安
定
的
な
運
航
を
実

現
し
、利
便
性
を
高
め
る
に
は
、

今
進
め
て
い
る
平
行
誘
導
路
の

二
重
化
、
滑
走
路
増
設
の
早
期

完
成
が
急
務
と
考
え
る
。

Ｑ　

産
業
廃
棄
物
行
政
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

飯
塚
市
に
あ
る
産
廃
施
設

の
現
地
調
査
結
果
は
３
月
下
旬

ま
で
に
全
て
判
明
す
る
が
、
こ

れ
ま
で
、
廃
棄
物
埋
立
区
域
内

の
滞
留
水
の
一
部
か
ら
、
安
定

型
最
終
処
分
場
の
管
理
の
適
否

を
見
る
た
め
の
水
質
基
準
を
上

回
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
や
鉛
等
が
検
出
さ

れ
た
。
井
戸
水
に
つ
い
て
は
、

専
門
委
員
会
か
ら
処
分
場
の
影

響
は
な
い
と
の
見
解
を
得
て
い

る
。
全
て
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生
活
環

境
上
の
支
障
が
な
い
よ
う
、
で

き
る
だ
け
早
く
措
置
命
令
を
発

出
し
た
い
。
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。
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●
民
主
・
県
政
県
議
団

　

小
川
知
事
は
、
提
案
理
由
説
明
に
お
い
て
、「
県
民
に
寄
り

添
い
、
向
か
い
合
う
行
政
を
心
掛
け
た
い
」
と
、
予
算
編
成
の

思
い
を
、
県
民
に
発
信
し
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
が
、
産
業
廃
棄

物
行
政
で
新
規
事
業
を
盛
り
込
み
、
積
極
的
な
姿
勢
を
打
ち
出

し
た
こ
と
で
す
。

　

会
派
の
視
察
に
基
づ
い
た
代
表
質
問
に
も
、「
不
適
正
処
理

の
早
期
発
見
・
改
善
の
取
り
組
み
」
と
、「
長
期
化
し
て
い
る

廃
棄
物
問
題
の
解
消
」
の
た
め
の
新
規
２
事
業
と
い
う
形
で
新

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
た
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
住
民
の
側
に

立
つ
環
境
行
政
が
、
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
入
面
で
、
国
の
地
方
公
務
員
給
与
費
削
減
を
前
提

と
し
た
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
削
減
と
、
社
会
保
障
費

関
係
の
増
加
な
ど
で
２
６
８
億
円
も
の
財
源
不
足
が
明
ら
か
と

な
り
、
基
金
の
取
り
崩
し
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
、
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
地
方
公
務
員
給

与
費
の
カ
ッ
ト
を
前
提
と
す
る
地
方
交
付
税
の
削
減
措
置
に
対

し
、
知
事
は
、「
国
と
地
方
の
協
議
が
不
十
分
な
ま
ま
、
地
方

交
付
税
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
国
の
対
応
に

強
い
不
満
を
示
し
た
こ
と
で
、
会
派
と
し
て
も
一
定
の
理
解
を

示
し
な
が
ら
も
、
今
後
も
、
地
方
分
権
推
進
に
つ
い
て
、
知
事

の
姿
勢
を
問
い
続
け
ま
す
。

●
公
明
党

　

14
カ
月
予
算
編
成
に
お
け
る
公
共
事
業
の
必
要
性
と
雇
用
お

よ
び
経
済
効
果
に
つ
い
て
、
昨
年
の
梅
雨
前
線
豪
雨
か
ら
の
、

復
旧
・
復
興
の
事
業
や
防
災
・
減
災
事
業
な
ど
、
真
に
必
要
な

公
共
事
業
の
推
進
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
雇
用
が
生
ま

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、
本
県
に
お
け
る
３
基
金
に
対

す
る
見
通
し
と
、
今
後
の
財
政
再
建
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

小
川
知
事
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

が
ん
対
策
と
し
て
、
胃
が
ん
検
診
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
、
市

町
村
の
が
ん
検
診
項
目
に
追
加
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
健
康
へ
の
影
響
と
高
齢
者
へ
の
注
意
喚
起

の
方
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
、
製
造
業
の
高
齢
化
と
労
働
力
確

保
の
諸
課
題
に
対
し
て
は
「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合

特
区
構
想
」
を
推
進
し
、
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
等
を
育
成
し
、
県
内
の
産
業
構
造
に
厚
み
を
も
た

せ
、
新
た
な
雇
用
を
創
出
し
て
い
く
方
針
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

児
童
の
安
全
対
策
と
し
て
、
通
学
路
危
険
箇
所
の
解
消
と
公

表
状
況
を
求
め
、
警
察
官
の
増
員
と
今
後
の
採
用
に
つ
い
て
、

安
心
・
安
全
の
た
め
の
決
意
を
求
め
ま
し
た
。

●
緑
友
会

　

知
事
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、
新
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
と

財
政
規
律
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
、
小
石
原
川
ダ
ム

建
設
と
関
連
事
業
の
推
進
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
、
他
に
農
政
・
水
産
・
商
工
問
題
、

雇
用
対
策
、
福
祉
問
題
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、国
の
予
算
を
最
大
限
活
用
し「
景

気
・
経
済
・
雇
用
対
策
」「
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
福
岡

県
づ
く
り
」「
誰
も
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
」

を
三
大
柱
に
取
り
組
む
が
、
極
力
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
配

慮
を
し
た
、
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
の
振
興
対
策
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
の
活
用
や
都
市
部
と
中
山
間
地
域
と
が
日
常
的
に
交
流

し
、
支
え
合
う
取
り
組
み
を
平
成
25
年
度
か
ら
開
始
し
、
施
設

園
芸
に
お
け
る
重
油
高
騰
対
策
で
は
、木
質
チ
ッ
プ
に
着
目
し
、

重
油
と
併
用
し
た
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
実
証
し
、
普
及
を

進
め
る
、
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

県
産
米
の
消
費
拡
大
対
策
で
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
夢
つ
く
し
の

学
校
給
食
導
入
に
加
え
、
新
た
に
社
員
食
堂
や
福
祉
施
設
の
給

食
な
ど
で
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
、
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
県
政
運
営
が
着
実
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

注
視
し
、
県
民
目
線
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
県
行
政
に
提
言

し
て
い
き
ま
す
。

会派を代表して行われた代表質問につ

いて、各会派が分かりやすく説明します。

●
自
民
党
県
議
団

　

新
年
度
の
福
岡
県
予
算
の
審
議
を
中
心
と
し
た
２
月
定
例
会

で
す
か
ら
、
予
算
編
成
の
基
本
方
針
を
中
心
に
代
表
質
問
を
展

開
し
ま
し
た
。
財
調
等
３
基
金
か
ら
、
巨
額
を
一
般
会
計
に
繰

り
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
で
は
今
後
の
財
政

運
営
が
一
層
厳
し
く
な
ら
な
い
か
、
大
胆
な
基
金
取
り
崩
し
の

背
景
と
財
源
確
保
、
特
に
県
税
収
入
見
直
し
に
つ
い
て
厳
し
く

た
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
小
川
知
事
は
、
平
成
24
年
度
の
県
税
収
入
が
見

込
み
よ
り
も
約
85
億
円
も
下
回
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
県
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
わ
が
会
派
が
、
過

剰
見
込
み
を
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
摘
の
正
し
さ

を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
児
童
虐
待
防
止
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で

は
、
知
事
が
「
両
政
令
市
を
含
め
た
県
内
４
カ
所
に
拠
点
病
院

を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
た
方
針
を
示
し
、今
後
、

両
政
令
市
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

宇
宙
誕
生
の
謎
を
解
く
と
い
わ
れ
る
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
脊
振
地
域
誘
致
に
つ
い
て
、
代
表
質
問
で
初
め

て
た
だ
し
、
知
事
に
抱
負
と
実
現
の
見
通
し
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、
既
に
「
下
村
文
科
大
臣
等
に
対
し
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
の
取
り
組
み
と
、
九
州
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
実
現
を

強
く
呼
び
掛
け
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

代表質問を終えて

　可決された意見書

○環太平洋パートナーシップ（TPP）協定交渉参加に関する
意見書

○仮称「防災・減災基本法」の制定を求める意見書
○自殺対策のさらなる推進を求める意見書
○ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・
治療の推進を求める意見書

　　脳脊髄液減少症とは、交通事故、落下事故、暴力等、頭頸部や全身への衝
撃により、脳脊髄液が漏れ続け、頭痛、首・背中の痛み、腰痛、めまい等の
さまざまな症状が複合的に発症する疾病と言われています。平成24年５月に、
治療法である硬膜外自家血注入療法（いわゆるブラッドパッチ療法）が「先
進医療」として承認され、７月から平成26年度の保険適用を目指し、同療法
の治療基準づくりが開始されました。このため、福岡県議会として、同療法
の治療基準を速やかに定め、平成26年度に保険適用とすることや患者・家族
に対する相談及び支援体制の確立、同療法に資する医療施設の早急な整備な
どを求めるものです。

　可決された決議

○第32回オリンピック競技大会及び第16回パラリンピック競技
大会の東京招致に関する決議

　　現在、東京都は、2020年開催の第32回オリンピック競技大会及び第16回パラ
リンピック競技大会の立候補都市に選定され、「未来（あした）をつかもう」
を国際スローガンとして、招致活動に取り組んでいます。これが実現すれば、
21世紀を迎え、紛争やテロリズム等、平和に対する脅威が世界の各地に存在す
る中、世界に向けて、平和を希求する我が国の強い意思をアピールすることと
なり、加えて、東日本大震災からの復興を願う私たちすべての国民にとって、
さまざまな心温まる支援をいただいた世界中の人々に対し、復興した我が国の
新しい姿を示し、感謝の気持ちを伝える絶好の機会となります。よって、福岡
県議会は、東京都の招致活動を全面的に支援、協力するものです。

※否決された意見書・決議はありません。

　平成25年２月定例会では議案91件が提出され、いずれも原
案のとおり可決または同意されました。

○予算議案39件
　・平成25年度福岡県一般会計予算
　・平成24年度福岡県一般会計補正予算（第４号）（第５号）　

など
○条例議案26件
　・福岡県職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について
　・福岡県職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条

例の制定について
　・福岡県新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
　・福岡県歯科口腔保健の推進に関する条例の制定について
　・福岡県環境影響評価条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
　・福岡県暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定につい

て　など
○契約の締結に関する議案３件
　・包括外部監査契約の締結について　など
○経費負担に関する議案14件
　・海の中道海浜公園事業の経費の負担について　など
○人事に関する議案３件
　・副知事の選任について　など
○その他の議案５件
　・福岡県青少年健全育成総合計画（福岡県青少年プラン）の

策定について　など
○委員会提出議案１件
　・福岡県政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

提出された議案

可決された意見書・決議

　３月11日、未曽有の被害をもたらした東日本大震災の発生から２年を迎
えました。
　この震災により犠牲となら
れた全ての方々に対して哀悼
の意を表すために、地震発生
時刻の午後２時46分を期し
て、本会議場において１分間
の黙とうを行いました。

本会議場で１分間の黙とう
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神
﨑
議
員 

国
の
補
助
を
受
け
る

た
め
の
森
林
経
営
計
画
に
つ
い
て
。

Ａ　

経
営
コ
ス
ト
削
減
が
目
的
の

極
め
て
重
要
な
計
画
だ
が
、
不
在

地
主
が
増
加
。
策
定
者
の
森
林
組

合
な
ど
が
所
有
者
の
同
意
取
り
付

け
な
ど
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

県
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
同
意
取
り

付
け
、
境
界
の
確
認
に
要
す
る
経

費
を
助
成
。
併
せ
て
地
図
に
森
林

の
所
有
者
や
樹
種
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
「
森
林
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
」
を
作
成
し
て
情
報
を
提
供
。

伐
採
な
ど
の
計
画
を
提
案
で
き
る

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
会
も
開

催
。
経
営
計
画
の
策
定
を
さ

ら
に
促
進
し
て
い
く
。

吉
武
議
員 

学
校
教
育
で
選

挙
の
重
要
性
を
ど
う
伝
え
て
い
く

の
か
。
教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

選
挙
の
重
要
性
の
指
導
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
児
童
生
徒

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
社
会
科

や
公
民
科
等
で
指
導
。
小
・
中
学

校
で
は
児
童
会
・
生
徒
会
の
選
挙

運
動
や
投
票
活
動
、
市
町
村
職
員

を
招
い
た
「
出
前
授
業
」
等
の
体

験
活
動
、
高
校
で
は
地
元
自
治
体

の
政
策
提
言
発
表
会
へ
の
参
加
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
方
議

会
や
地
域
の
諸
団
体
等
と
の
連
携

が
必
要
で
、
将
来
、
責
任
を
持
っ

て
政
治
に
参
画
で
き
る
よ
う
教
育

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

松
尾
議
員 

発
達
障
害
児
の
支
援

に
つ
い
て
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
へ
の

支
援
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ　

乳
幼
児
健
診
後
に
把
握
し
た

発
達
障
害
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も

は
平
成
23
年
度
で
２
８
９
１
人
。

今
後
と
も
市
町
村
と
連
携
し
て
早

期
発
見
に
努
め
る
。
年
度
明
け
に

は
発
達
障
害
に
関
す
る
冊
子
を
乳

幼
児
健
診
な
ど
で
配
布
し
た
い
。

療
育
は
障
害
の
特
性
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
る
。
活
動
団

体
へ
の
支
援
は
ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
有
効
性
に
つ
い
て
「
県
発
達
障

害
者
支
援
体
制
整
備
検
討
委
員

会
」
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

秋
田
議
員 

ク
リ
ー
ク
な
ど
の
整

備
に
必
要
な
予
算
の
継
続
的
確
保

と
付
加
価
値
の
高
い
畑
作
や
園
芸

作
の
活
用
に
不
可
欠
な
暗
き
ょ
排

水
の
整
備
や
改
修
に
、
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

Ａ　

計
画
的
な
整
備
の
た
め
に
は

国
の
予
算
確
保
が
不
可
欠
で
、
国

に
引
き
続
き
働
き
掛
け
て
い
く
。

麦
・
大
豆
や
園
芸
作
物
の
水
田
で

の
安
定
生
産
に
は
、
ほ
場
の
排
水

対
策
が
最
も
重
要
。
県
は
ほ
場
整

備
と
併
せ
た
新
た
な
暗
き
ょ
排
水

の
整
備
や
、
年
数
が
経
過
し
て
機

能
が
低
下
し
た
暗
き
ょ
排
水
の
再

整
備
を
進
め
て
き
た
。
今
後
と
も

市
町
村
や
受
益
農
家
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
国
庫
事
業
も
活
用
し
て

排
水
対
策
の
強
化
に
努
め
る
。

阿
部
議
員 

筑
前
海
の
カ
キ
養
殖

の
普
及
と
衛
生
管
理
に
つ
い
て
。

Ａ　

養
殖
イ
カ
ダ
に
つ
る
す
適
正

量
な
ど
を
漁
業
者
に
指
導
。
生
産

量
は
順
調
に
増
加
し
て
き
た
。
養

殖
を
し
て
い
な
い
波
の
高
い
海
域

で
の
技
術
の
確
立
の
た
め
、
県
は

昨
年
９
月
か
ら
津
屋
崎
の
沿
岸
で

ロ
ー
プ
と
ブ
イ
を
用
い
た
、
は
え

縄
方
式
の
試
験
、
施
設
の
耐
久
性

な
ど
を
調
査
。
平
成
25
年
度
も
養

殖
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

カ
キ
の
安
全
、
安
心
で
は
、
生
産

段
階
の
衛
生
管
理
が
極
め
て
重

要
。
研
修
会
や
海
水
殺
菌
装
置
整

備
の
助
成
な
ど
で
衛
生
管
理
の
徹

底
に
取
り
組
む
。

塩
川
議
員 

県
の
障
害
者
就
労
支

援
施
設
で
（
障
害
者
へ
の
）
暴
力
・

傷
害
事
件
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て

い
る
。ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

Ａ　

障
害
者
施
設
を
毎
年
指
導
し

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
は

極
め
て
遺
憾
で
、
強
い
憤
り
を
感

じ
る
。
再
発
防
止
の
た
め
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
事
業
所
に

は
施
設
・
人
員
等
の
現
地
確
認
に

加
え
て
、
虐
待
事
例
な
ど
を
交
え

て
職
員
を
指
導
。
既
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
る
事
業
所
は

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
に
努
め

る
。
ま
ず
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
株
式

会
社
が
運
営
す
る
事
業
所
を
早
急

に
実
地
指
導
す
る
。

伊
豆
議
員 

市
町
村
合
併
の
県
内

で
の
評
価
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
。

Ａ　
「
平
成
の
合
併
」
は
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
行
財
政
基
盤

の
確
立
が
目
的
だ
っ
た
と
考
え

る
。
本
県
の
先
駆
け
と
な
っ
た
宗

像
市
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

事
業
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。
合
併
に
よ
り
市
町

村
が
規
模
や
能
力
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
一
定
の
成
果
が
挙
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
課
題
は
さ
ら

な
る
行
財
政
運
営
の
効
率
化
、
住

民
の
一
体
感
の
醸
成
な
ど
。
県
は

引
き
続
き
積
極
的
に
情
報
提
供

し
、
助
言
し
て
い
く
。

津
田
議
員 

「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
」の
評
価
に
平
成
25
年
度
か
ら

社
会
貢
献
活
動
等
、
項
目
を
大
幅

に
追
加
す
る
目
的
と
効
果
を
問
う
。

Ａ　

参
加
資
格
審
査
は
全
国
一
律

の
基
準
で
評
価
す
る
客
観
的
事
項

と
、
各
県
独
自
の
主
観
的
事
項
で

決
定
。
県
の
主
観
的
事
項
は
工
事

成
績
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
な
ど

２
項
目
だ
っ
た
が
、
飲
酒
運
転
撲

滅
へ
の
取
り
組
み
な
ど
20
項
目
を

加
え
る
。
目
的
は
県
が
重
点
的
に

進
め
る
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
促
す
こ
と
な
ど
。
企
業
の

地
域
貢
献
活
動
が
一
層
活
発
に
な

り
、
評
価
点
の
底
上
げ
で
、
県
内

中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
る
。

桐
明
議
員 

昨
年
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
で
被
災
し
た
矢
部
川
流
域

の
復
旧
工
事
、
自
然
石
使
用
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
。

Ａ　

矢
部
川
水
系
の
河
川
で
は
豊

か
な
自
然
環
境
が
育
ま
れ
て
お

り
、
復
旧
工
事
も
環
境
保
全
に
十

分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
可
能

な
限
り
今
年
の
梅
雨
期
ま
で
の
復

旧
に
向
け
て
、
工
事
会
社
と
県
土

整
備
事
務
所
が
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
る
。
自
然
石
を
活
用
し
た
護

岸
工
事
は
、
特
に
材
料
の
確
保
、

職
人
の
調
整
や
確
保
が
重
要
。
こ

れ
か
ら
も
自
然
環
境
の
保
全
と
早

期
復
旧
に
関
係
者
が
協
力
し
て
地

域
の
安
全
と
安
心
を
し
っ
か
り
確

保
し
て
い
き
た
い
。

平
井
議
員 
宇
宙
誕
生
の
謎
を
解

明
す
る
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
」（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）の
誘
致
に
つ
い
て
。

Ａ　

実
現
す
る
と
、
脊
振
地
域
が

人
類
の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
。
ア
ジ
ア
で
も
類

を
見
な
い
国
際
研
究
都
市
が
形
成

さ
れ
、
先
端
成
長
産
業
の
創
出
や

関
連
産
業
の
集
積
、
次
世
代
を
担

う
科
学
者
な
ど
が
こ
の
地
か
ら
生

ま
れ
出
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

研
究
者
の
間
で
（
国
内
の
）
候
補

地
を
一
本
化
す
る
動
き
が
あ
り
、

地
元
の
機
運
を
早
急
に
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
県
民
向
け
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
と
併
せ
て
県

内
市
町
村
や
企
業
に
周
知
の
協
力

を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

板
橋
議
員 

「
希
少
性
の
高
い
伝
統

産
業
」
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

伝
統
産
業
は
途
絶
え
た
ら
復
活
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
。
総
合
的

な
対
策
が
重
要
で
、
ま
ず
は
情
報

の
交
通
整
理
が
で
き
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
窓
口
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

Ａ　

例
え
ば
木
蝋
（
も
く
ろ
う
）

の
場
合
、
和
ろ
う
そ
く
の
製
作
体

験
に
人
が
集
ま
る
。
産
業
観
光
あ

る
い
は
地
域
活
性
化
の
資
源
、
ハ

ゼ
や
木
蝋
を
使
っ
た
「
６
次
産
業

化
」
の
素
材
と
も
な
る
。
こ
れ
か

ら
は
商
工
部
の
中
小
企
業
振
興
課

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
と
し
て

各
部
署
と
の
連
携
を
図
り
、
そ
こ

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
な
が
ら
伝

統
的
な
産
品
の
支
援
に
努
め
る
。

江
藤
議
員 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
休
日
開
設
の
現
状
な
ど
を
尋
ね

る
。

Ａ　

日
曜
・
祝
日
は
現
在
、
県
内

で
１
ク
ラ
ブ
の
み
の
開
設
。
平
成

27
年
度
実
施
予
定
の
「「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」に
基
づ
き
、

市
町
村
は
25
年
度
中
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
含
む
支
援
事
業
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
26
年
度
中

に
「
支
援
事
業
計
画
」
を
定
め
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
の
段
階
か
ら
助
言
や

支
援
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。
県

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）２月定例会の会議録については、６月上旬に掲載される予定です。 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/

塩川 秀敏 議員

阿部 弘樹 議員 松尾 嘉三 議員

自民党
県議団

伊豆 美沙子 議員

平井 一三 議員

桐明 和久 議員

秋田 章二 議員津田 公治 議員

緑友会

吉武 邦彦 議員

神﨑 聡 議員

※
こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問
か
ら

板橋 聡 議員

後藤 元秀 議員

吉村 悠 議員

江藤 秀之 議員

は
平
成
25
年
度
の
早
い
時
期
を
め

ど
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
市
町

村
に
も
そ
う
い
っ
た
会
議
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

吉
村
議
員 

北
九
州
市
で
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

研
究
開
発
が
平
成
26
年
度
ま
で
の

予
定
で
行
わ
れ
て
い
る
。
27
年
度

以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
県
は
北

九
州
市
と
連
携
を
協
議
す
べ
き
だ
。

Ａ　

北
九
州
市
は
独
立
行
政
法
人

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
」
の
委
託
を
受
け
、

汎
用
（
は
ん
よ
う
）
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
開
発
と
回
収
の
基
本
モ
デ

ル
を
検
討
し
て
い
る
。
市
は
こ
の

成
果
を
活
用
し
、
具
体
的
な
事
業

を
検
討
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
。

27
年
度
以
降
の
市
と
の
連
携
は
、

今
の
研
究
開
発
と
今
後
の
進
捗

（
し
ん
ち
ょ
く
）
を
見
な
が
ら
協

議
し
て
い
き
た
い
。

後
藤
議
員 

昨
年
秋
の
県
民
意
識

調
査
で
最
も
幸
福
感
が
薄
か
っ
た

30
代
男
性
対
策
を
尋
ね
る
。

Ａ　

平
成
25
年
度
予
算
で
若
者
の

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
、「
30
代

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー
」
で

早
期
就
職
を
目
指
す
研
修
と
就
職

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
。
加
え
て

地
元
企
業
な
ど
の
若
年
未
就
職
者

の
雇
用
と
人
材
育
成
を
支
援
す
る

ほ
か
、
中
小
企
業
と
連
携
し
た
求

人
開
拓
に
も
取
り
組
む
。
平
成
25

年
度
か
ら
新
た
に
異
性
と
の
交
際

に
不
慣
れ
な
独
身
者
を
支
援
す
る

「
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

や
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
個
別
相

談
な
ど
支
援
の
充
実
を
図
る
。
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上
岡
議
員 

離
島
振
興
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
内
に
離
島
は
八
つ
。
私
自

身
、
新
宮
町
の
相
島
、
宗
像
市
の

大
島
で
課
題
を
聞
い
て
い
る
。
離

島
振
興
計
画
は
、
本
年
４
月
１
日

施
行
の
改
正
離
島
振
興
法
を
踏
ま

え
、
住
民
や
市
町
と
十
分
に
協
議

を
重
ね
、
実
効
性
あ
る
も
の
に
し

た
い
。
水
産
業
の
振
興
、
相
島
積

石
塚
群
、
海
洋
体
験
施
設
「
う
み

ん
ぐ
大
島
」
な
ど
島
固
有
の
資
源

や
自
然
を
生
か
し
て
産
業
の
活
性

化
、
雇
用
の
確
保
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
努
め
、
島
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

浜
﨑
議
員 

県
立
高
校
で
選
抜
方

法
の
多
様
化
や
評
価
尺
度
の
多
元

化
を
図
り
、
発
達
障
害
の
あ
る
生

徒
の
受
け
入
れ
を
始
め
る
べ
き

だ
。
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
も
発
達
障
害
の
あ

る
生
徒
が
県
立
高
校
を
受
験
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
障
害
の
程
度
に

応
じ
た
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、

入
学
後
も
個
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
こ
う
し

た
支
援
を
充
実
さ
せ
、
適
切
な
受

け
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
佐
賀

県
な
ど
他
県
の
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
真
摯
（
し
ん
し
）
に
研
究

し
て
い
き
た
い
。

松
下
議
員 

県
職
員
を
は
じ
め
と

し
た
町
内
会
等
へ
の
加
入
促
進
を

守
谷
議
員 

企
業
立
地
促
進
交
付

金
制
度
と
「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国

際
戦
略
総
合
特
区
」
の
活
用
に
つ

い
て
。

Ａ　

平
成
19
～
23
年
度
の
５
年

間
、
本
県
に
立
地
し
た
企
業
１
１

３
社
の
う
ち
46
社
が
交
付
要
件

（
製
造
業
は
５
億
円
以
上
の
設
備

投
資
と
10
人
以
上
の
新
規
雇
用
）

を
満
た
し
、
操
業
開
始
し
た
38
社

に
計
27
億
７
千
万
円
を
交
付
し

た
。
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
特
区
は
現
在
ま
で
10
社

が
法
人
指
定
を
受
け
、
３
０
０
億

円
を
超
え
る
設
備
投
資
と
、
約
３

０
０
人
の
新
た
な
雇
用
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
１
社
で
も
多
く
立
地

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

む
。宮

浦
議
員 

生
活
保
護
基
準
引
き

下
げ
に
よ
る
県
民
生
活
へ
の
影
響

が
出
な
い
よ
う
対
応
す
べ
き
だ
。

Ａ　

政
府
が
示
し
た
対
応
方
針

で
、
国
の
事
業
や
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
・
目
的
や

実
態
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
で
き

る
だ
け
そ
の
影
響
が
及
ば
な
い
よ

う
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
。
地
方

単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
取

り
組
み
の
趣
旨
を
理
解
し
た
上
で

各
自
治
体
が
判
断
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
県
は
こ
の
政
府
の
対
応
方

針
に
つ
い
て
市
町
村
に
周
知
を

図
っ
た
。県
の
事
業
に
つ
い
て
も
、

で
き
る
限
り
県
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し

た
い
。

田
辺
議
員 

「
農
商
工
連
携
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
制
度
と
「
６
次
産
業

化
」
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

平
成
24
年
度
か
ら
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
２
人
配
置
、
新

た
な
商
品
づ
く
り
等
を
支
援
し
て

い
る
。具
体
的
に
は
古
賀
市
の「
み

か
ん
が
は
い
っ
た
チ
キ
ン
カ

レ
ー
」
や
豊
前
市
の
ユ
ズ
を
使
っ

た
「
ゆ
ず
ペ
ー
ス
ト
」
な
ど
が
商

品
化
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
県
内
各

地
で
新
商
品
づ
く
り
32
事
業
を
支

援
し
て
い
る
。
今
後
と
も
市
町
村

と
も
連
携
し
支
援
し
て
い
く
。
６

次
産
業
化
は
、
生
産
者
の
所
得
向

上
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
雇
用
機
会
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

畑
中
議
員 

北
九
州
空
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
貨
物
拠
点
化
、
滑
走
路

延
伸
に
つ
い
て
。

Ａ　

開
港
に
当
た
っ
て
の
検
討

で
、
空
港
と
小
倉
駅
間
の
軌
道
系

の
事
業
は
年
間
４
５
０
万
人
相
当

の
航
空
需
要
が
必
要
だ
が
、
平
成

24
年
実
績
は
１
２
６
万
人
。
現
在

は
バ
ス
５
路
線
。
今
後
と
も
ア
ク

セ
ス
改
善
に
努
め
て
い
く
。
貨
物

取
扱
量
は
平
成
24
年
に
過
去
最
高

と
な
っ
た
。
こ
の
５
月
に
は
日
本

貨
物
航
空
の
定
期
便
が
就
航
す
る

な
ど
貨
物
拠
点
化
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
。
大
型
貨
物
便
の
就
航
が

可
能
と
な
る
３
千
㍍
へ
の
滑
走
路

延
伸
を
国
に
強
く
働
き
掛
け
て
い

く
。川

﨑
議
員 

松
く
い
虫
に
よ
る
松

枯
れ
被
害
の
対
策
を
問
う
。

Ａ　

県
内
の
被
害
は
昭
和
54
年
度

の
約
７
万
立
方
㍍
を
ピ
ー
ク
に
、

平
成
18
年
度
に
２
千
立
方
㍍
ま
で

減
少
し
た
が
、
近
年
拡
大
。
23
年

度
は
18
年
度
比
で
約
８
倍
の
１
万

６
千
立
方
㍍
。
民
有
林
で
は
芦
屋

町
、
糸
島
市
、
福
岡
市
で
特
に
被

害
が
拡
大
。
病
原
性
の
強
い
線
虫

の
発
生
な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
25
年
度
は
予

算
を
前
年
度
の
約
３
倍
、
１
億
６

千
万
円
に
増
額
し
て
対
策
を
強

化
。
市
町
村
負
担
分
は
森
林
環
境

税
を
活
用
し
て
軽
減
。
国
と
の
連

携
を
強
め
、
３
カ
年
で
被
害
の
鎮

静
化
を
図
り
た
い
。

井
上
議
員 

高
齢
者
へ
の
虐
待
防

止
に
つ
な
が
る
「
早
期
発
見
・
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
整
備
が
、

本
県
市
町
村
は
48
・
３
％
と
半
数

に
も
満
た
な
い
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
、
ま
た
、
介
護
職
員
の
処

遇
改
善
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ　

既
存
の
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
活
用
も
含
め
て
早
期
に

構
築
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
に
働
き

掛
け
を
続
け
る
。
施
設
等
の
管
理

者
や
中
堅
職
員
に
加
え
、
平
成
25

年
度
か
ら
新
た
に
初
任
者
を
対
象

と
す
る
研
修
を
実
施
。
ま
た
、
職

員
の
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
に

代
替
職
員
を
派
遣
。
処
遇
改
善
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

進
め
て
い
く
。

泉
議
員

 

県
警
本
部
長
に
告

訴
・
告
発
の
受
理
体
制
を
尋
ね
る
。

Ａ　

受
理
は
平
成
22
年
６
５
１

件
、
23
年
５
９
５
件
、
24
年
７
４

４
件
。
処
理
件
数
は
平
成
22
年
６

３
３
件
、
23
年
６
１
９
件
、
24
年

７
４
３
件
。
未
処
理
は
24
年
末
現

在
で
１
５
９
件
。
各
年
末
の
未
処

理
件
数
は
こ
こ
数
年
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
。
警
察
庁
通
達
に
基
づ

き
、
各
警
察
署
に
「
告
訴
・
告
発

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
県
警
察
本

部
の
「
告
訴
セ
ン
タ
ー
」
で
、
警

察
署
の
指
導
管
理
を
徹
底
す
る
。

告
訴
・
告
発
の
迅
速
・
的
確
な
対

応
が
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
認
識

し
、
適
確
な
処
理
に
努
め
て
い
き

た
い
。

中
村
議
員 

商
店
街
活
性
化
策
を

問
う
。

Ａ　

商
店
街
は
地
域
住
民
の
身
近

な
買
い
物
の
場
で
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
担
い
手

と
認
識
。
平
成
23
年
度
か
ら
出
張

販
売
あ
る
い
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

「
出
向
く
商
店
街
事
業
」
を
実
施
。

25
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
中
心

市
街
地
商
店
街
に
魅
力
あ
る
店
舗

を
誘
致
・
集
積
さ
せ
る
「
ま
ち
づ

く
り
会
社
」
等
に
取
り
組
み
、
地

域
商
品
券
の
発
行
も
引
き
続
き
支

援
す
る
。
商
店
街
で
は
知
恵
と
工

夫
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
は
商
店

街
が
そ
の
役
割
を
今
後
も
果
た
し

て
い
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
支
援

す
る
。

大
橋
議
員 

緊
急
雇
用
創
出
事
業

と
「
若
年
社
員
を
大
量
に
使
い
つ

ぶ
す
新
手
の
悪
質
企
業
」
を
意
味

す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
等
に
つ

い
て
。

Ａ　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
自
体
に

１
～
２
カ
月
の
仕
事
が
多
く
、
従

事
し
た
延
べ
２
万
５
千
人
の
う
ち

継
続
雇
用
は
１
割
強
。
一
方
で
福

祉
・
介
護
な
ど
の
分
野
で
は
雇
用

期
間
を
満
了
し
た
２
６
０
０
人
の

う
ち
６
割
を
超
え
る
１
６
０
０
人

が
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
の
行
為

が
法
令
に
違
反
す
る
場
合
は
当

然
、
厳
正
な
指
導
・
取
り
締
ま
り

が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
。
個
別
企
業

ご
と
の
離
職
率
の
公
表
に
つ
い
て

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

原
中
議
員 

県
の
「
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
」
で
、
実
際
は
「
最

低
制
限
価
格
」
で
な
け
れ
ば
落
札

で
き
な
い
実
態
が
あ
る
。

Ａ　
「
総
合
評
価
」
は
価
格
だ
け

で
な
く
、
企
業
の
持
つ
技
術
力
を

合
わ
せ
て
評
価
す
る
方
式
。
平
成

24
年
度
は
12
月
末
で
最
低
制
限
価

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）２月定例会の会議録については、６月上旬に掲載される予定です。 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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県議団

守谷 正人 議員田辺 一城 議員

宮浦 寛 議員

川﨑 俊丸 議員

畑中 茂広 議員

泉 日出夫 議員

井上 博隆 議員

大橋 克己 議員

中村 誠治 議員

原田 博史 議員

原中 誠志 議員

格
で
の
落
札
割
合
は
89
・
６
％
。

厳
し
い
受
注
競
争
が
背
景
の
一
つ

で
は
な
い
か
。
現
在
、
国
土
交
通

省
、
財
務
省
お
よ
び
総
務
省
の
実

務
者
レ
ベ
ル
で
適
正
な
予
定
価
格

の
在
り
方
な
ど
入
札
契
約
の
課
題

を
整
理
し
、
今
後
検
討
さ
れ
る
と

承
知
し
て
い
る
。
国
の
動
き
を
注

視
し
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
て

い
き
た
い
。

原
田
議
員 

今
年
１
月
の
北
九
州

市
議
選
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
施
設
長
ら
が
不
正
投
票
の
疑

い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
施
設
等
で
の

不
在
者
投
票
で
投
票
干
渉
が
常
態

化
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
認
識

を
問
う
。

Ａ　

選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹

で
、
今
回
の
事
件
は
誠
に
遺
憾
。

不
在
者
投
票
管
理
者
は
当
該
施
設

の
長
で
、
基
本
的
に
は
適
切
に
管

理
執
行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
今
回
の
事
件
を
踏
ま
え
、
根

本
的
に
は
制
度
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
状
で
は
地
方
で

外
部
立
会
人
制
度
等
、
透
明
性
・

公
正
性
を
高
め
る
仕
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

※
こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問
か
ら

上岡 孝生 議員松下 正治 議員

浜﨑 達也 議員

公明党

大塚 勝利 議員

新開 昌彦 議員

高橋 雅成 議員

壹岐 和郎 議員
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問
う
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
や
昨
年
７
月

の
豪
雨
災
害
で
、
地
域
に
お
け
る

絆
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
思
い

を
深
く
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
防
犯
・
防
災
や
高
齢
者

の
見
守
り
な
ど
の
課
題
に
対
応
し

て
い
く
重
要
な
存
在
。
県
職
員
に

限
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
県
と

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化

の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
広
く
自

治
会
等
へ
の
加
入
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

新
開
議
員 

体
罰
の
調
査
と
い
う

個
人
情
報
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

記
名
式
で
行
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
精
神
的
苦
痛
を
与
え
調
査

の
信
ぴ
ょ
う
性
も
失
う
こ
と
に
な

る
。
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
ケ
ア

と
今
後
の
調
査
は
、
外
部
の
知
恵

を
借
り
る
べ
き
。
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
な
ケ

ア
は
、丁
寧
な
相
談
な
ど
で
対
応
。

今
後
の
調
査
は
知
事
部
局
等
の
知

恵
も
借
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

大
塚
議
員 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
。

Ａ　

地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
目

的
や
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
参
加
で

き
、
各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
一

つ
が
目
標
。
現
在
、
45
市
町
村
に

72
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
８
市
町
村
で

11
ク
ラ
ブ
の
設
立
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
今
後
も
市
町
村
の
担
当
者

や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
研
修
会
を

実
施
し
、
先
進
事
例
の
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
く
。
地
域
に
応
じ
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
立
ち
上
げ

段
階
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
て
い
き
た
い
。

壹
岐
議
員 

障
害
者
の
「
工
賃
倍

増
５
カ
年
計
画
」
と
平
成
24
年
度

か
ら
の
「
工
賃
向
上
計
画
」（
３

年
間
）
に
つ
い
て
。

Ａ　

19
年
度
か
ら
の
「
５
カ
年
計

画
」
で
、
障
害
者
の
方
々
が
作
る

食
料
品
や
工
芸
品
な
ど
の
「
ま
ご

こ
ろ
製
品
」
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
み
、
工
賃
（
月
平
均
）
は
19
年

度
の
１
万
１
７
２
４
円
が
23
年
度

１
万
２
７
８
４
円
に
向
上
。
魅
力

あ
る
商
品
開
発
の
遅
れ
な
ど
課
題

も
あ
り
、
次
の
計
画
で
は
デ
パ
ー

ト
で
の
「
大
規
模
販
売
会
」
に
よ

る
知
名
度
の
向
上
や
「
売
れ
る
商

品
」
開
発
な
ど
を
進
め
る
。

高
橋
議
員 

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
は
県
ゆ
か
り
の
「
軍
師
官

兵
衛
」。
広
報
活
動
を
積
極
活
用

し
、観
光
誘
致
に
努
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　

本
県
に
は
福
岡
城
跡
な
ど
史

跡
や
ゆ
か
り
の
品
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
本
県
と
官
兵
衛
の
つ

な
が
り
を
よ
り
多
く
取
り
上
げ
て

も
ら
う
よ
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
働
き
掛
け

て
お
り
、
旅
行
誌
な
ど
も
活
用
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
県
の
広

報
媒
体
を
通
じ
て
ア
ク
セ
ス
方
法

な
ど
の
詳
細
な
情
報
を
全
国
に
発

信
。
一
人
で
も
多
く
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

平
成
25
年
度
福
岡
県
一
般

会
計
予
算
な
ど
20
件
の
当
初

予
算
議
案
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の

額
は
、
一
般
会
計
で
前
年
度

よ
り
４
億
円
増
（
公
債
費
等

を
除
い
た
一
般
歳
出
で
は
43

億
円
増
）
の
１
兆
６
３
１
７

億
３
０
０
万
円
余
、
特
別
会

計
の
総
額
で
６
２
７
１
億
１

１
０
０
万
円
余
、
企
業
会
計

の
総
額
で
79
億
４
１
０
０
万

円
余
で
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
二

元
代
表
制
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
県
政
の
重
要
課
題
を
中

心
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
審
査
の

過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
】

　

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に

伴
う
代
替
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
た
だ
さ
れ
、
平
成
26
年

税
制
改
正
で
具
体
的
な
補
填

（
ほ
て
ん
）
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

地
方
団
体
に
減
収
が
生
じ
な

い
よ
う
、
安
定
的
な
税
財
源

確
保
を
国
に
訴
え
て
ま
い
り

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
県
税
徴
収
対

策
や
県
債
残
高
が
増
加
す
る

中
で
の
金
利
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
】

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
ダ
ム
の
湖
面
を
活

用
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
は
、
と
の
提
言
が

あ
り
、
ダ
ム
の
管
理
上
の
問

題
、
採
算
性
、
生
態
系
等
へ

の
影
響
な
ど
諸
課
題
に
つ
い

て
、
総
合
的
見
地
か
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
】

　

公
共
工
事
の
競
争
入
札
に

お
け
る
最
低
制
限
価
格
の
さ

ら
な
る
引
き
上
げ
に
つ
い
て

た
だ
さ
れ
、
現
在
、
こ
れ
ま

で
の
引
き
上
げ
結
果
に
つ
い

て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
他
県
の
状
況
も
調
査
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
こ
れ
ら
の
結
果
を

踏
ま
え
、
最
低
制
限
価

格
の
在
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
医
療
問
題
に
つ
い
て
】

　

県
が
取
り
組
ん
で
い

る
在
宅
医
療
推
進
事
業

の
進
捗（
し
ん
ち
ょ
く
）

状
況
と
整
備
の
時
期
を

た
だ
さ
れ
、
高
齢
化
が

ピ
ー
ク
と
な
る
２
０
２

５
年
を
見
据
え
、
医
療

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
や
現
場
の
医

師
、
看
護
師
等
の
連
携

を
進
め
る
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
、
今

後
、
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
胃
が
ん
予
防
の
た

め
の
新
た
な
胃
が
ん
検
診
方

法
の
導
入
や
難
病
相
談
支
援

体
制
の
充
実
に
関
す
る
質
疑

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

【
環
境
問
題
に
つ
い
て
】

　

越
境
大
気
汚
染
で
あ
る
Ｐ

Ｍ
２
・
５
に
つ
い
て
、
よ
り

正
確
な
情
報
を
県
民
に
提
供

で
き
る
測
定
体
制
の
整
備
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
係
る
注
意
喚

起
な
ど
県
民
に
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

県
の
紛
争
予
防
条
例
の
点
検

状
況
が
た
だ
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
事
案
の
検
証
、
学
識
経

験
者
へ
の
意
見
照
会
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
、
条
例
改
正

や
運
用
面
で
の
対
応
の
必
要

性
を
検
討
し
、
県
民
の
安
心

に
つ
な
が
る
よ
り
良
い
制
度

と
な
る
よ
う
対
応
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児

に
対
す
る
補
聴
器
助
成
に
つ

い
て
】

　

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
の
県

独
自
助
成
実
施
に
つ
い
て
見

解
を
た
だ
さ
れ
、
国
に
対
し

制
度
化
を
要
望
し
て
い
る

が
、
実
現
ま
で
の
間
の
支
援

制
度
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
他
の
障
が
い
に
対
す
る

支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
障
が

い
者
福
祉
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
、
県
内
市
町
村
の
意
向
を

踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
し

て
ま
い
り
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
性
暴
力
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
等
に
つ
い
て
】

　

性
暴
力
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て
、現
在
、

性
犯
罪
に
遭
っ
た
場
合
の
相

談
窓
口
が
三
つ
存
在
し
、
開

設
時
間
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
相
談
窓
口
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
提
言
さ

れ
、
性
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
一
元
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
本

部
に
対
し
て
は
、
適
切
な
初

期
対
応
の
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
設
置
な
ど
、
性
犯
罪
抑

止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
要

望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
基
本
的
生
活
習
慣
習
得
事

業
に
つ
い
て
】

　

新
た
に
単
年
度
で
実
施
さ

れ
る
基
本
的
生
活
習
慣
の
習

得
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
目

的
と
次
年
度
以
降
の
継
続
に

関
す
る
見
解
が
た
だ
さ
れ
、

幼
児
期
に
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
定
着
さ
せ
、
就
学
後

の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
目

的
で
短
期
集
中
、
県
下
広
域

で
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、

市
町
村
、
地
域
に
よ
る
継
続

的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
農
業
問
題
に
つ
い
て
】

　

大
豆
と
麦
類
の
生
産
拡
大

に
向
け
て
、
生
産
法
人
の
育

成
状
況
と
耕
作
放
棄
地
等
の

活
用
に
つ
い
て
見
解
が
た
だ

さ
れ
、
集
落
営
農
組
織
の
法

人
化
は
平
成
28
年
度
に
２
０

０
法
人
を
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
ま
た
、
排
水

な
ど
土
地
条
件
が
悪
く
生
産

性
が
低
い
耕
作
放
棄
地
の
活

用
は
、
国
庫
補
助
事
業
を
活

用
し
て
排
水
対
策
を
進
め
、

ほ
場
条
件
が
い
い
と
こ
ろ
で

大
豆
、
麦
類
の
生
産
拡
大
に

努
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
産
業
政
策
に
つ
い
て
】

　

大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
黒
田

官
兵
衛
」
に
つ
い
て
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
立
ち
遅

れ
と
県
民
の
意
識
を
高
め
る

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
地
元

か
ら
、
官
兵
衛
に
関
わ
る
観

光
振
興
の
機
運
を
高
め
る
取

り
組
み
が
要
望
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
関
し
、
福
岡
バ
イ
オ
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
状
況
と
成
果
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
地
場
企
業
に
対
す
る

支
援
、
中
小
企
業
円
滑
化
法

終
了
に
伴
う
中
小
企
業
支
援

に
関
す
る
質
疑
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

【
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
】

　

水
害
を
解
消
す
る
防
災
減

災
対
策
に
つ
い
て
、
河
川
や

農
地
で
は
管
理
す
る
法
律
や

部
署
も
違
う
た
め
、
一
本
化

し
た
窓
口
が
必
要
で
は
な
い

か
と
た
だ
さ
れ
、
現
在
、
農

林
事
務
所
と
県
土

整
備
事
務
所
共
同

で
、
農
林
事
務
所

ご
と
に
連
絡
調
整

会
議
を
設
置
し
て

お
り
、
今
後
、
そ

の
全
県
的
な
統
括

窓
口
を
本
庁
の
農

山
漁
村
振
興
課
に

置
き
、
防
災
減
災

対
策
に
関
す
る
地
域
情
報
等

の
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
の
豪
雨

災
害
で
冠
水
し
た
道
路
は
陥

没
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
総
点
検
の
実
施
に
つ
い

て
見
解
が
た
だ
さ
れ
、
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
路
面
下
の
空
洞

調
査
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
さ
ら
に
緊
急
輸
送
道
路

の
点
検
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
方
法
で
計
画
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
耐
震
性
の
な
い

木
造
戸
建
て
住
宅
が
35
万
６

千
戸
残
っ
て
い
る
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
問
題
に
つ
い
て
】

　

優
秀
な
教
員
の
確
保
に
向

け
た
教
員
採
用
試
験
に
お
け

る
講
師
経
験
者
の
特
例
措
置

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

体
罰
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

熱
意
と
自
信
を
持
っ
て
児
童

生
徒
の
指
導
に
当
た
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
現
場
任
せ

に
せ
ず
、
県
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
体
罰
に
よ
ら
な
い
新

し
い
指
導
体
制
を
整
備
す
る

よ
う
要
望
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
不
登
校
問
題
や

自
転
車
の
安
全
教
育
、
家
庭

教
育
の
充
実
等
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

予算特別委員会委員
◎原口剣生	 ○原竹岩海

　川端耕一	 　香原勝司	 板橋　聡

　桐明和久	 　中牟田伸二	 大島道人

　塩川秀敏	 　十中大雅	 井上順吾

　吉松源昭	 　月形祐二	 加地邦雄

　井上忠敏	 　井本邦彦	 後藤元秀

　田辺一城	 　仁戸田元氣	 堤かなめ

　原中誠志	 　野村陽一	 原田博史

　守谷正人	 　松下正治	 壹岐和郎

　新開昌彦	 　田中正勝	 神﨑　聡

　重野正敏	 　田中　純

　（◎委員長、○副委員長）

※
こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問
か
ら

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）２月定例会の会議録については、６月上旬に掲載される予定です。 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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台北駐日経済文化代表処
沈斯淳 駐日代表 および
台北駐福岡経済文化弁事処
戎義俊 処長が松本議長を表敬訪問

　３月８日、東京の台北駐日経済文化代表処から、沈斯淳（しん　しじゅん）

駐日代表（大使）が夫人らとともに議長室を訪問しました（写真下）。

　松本國寛議長および

新村雅彦副議長、福岡

県台湾友好議員連盟か

らは加地邦雄会長、藏

内勇夫顧問、吉原太郎

相談役、吉村敏男相談

役、岩元一儀副会長、

壹岐和郎副会長、林裕

二副会長、井本邦彦幹事、江藤秀之事務局長および塩川秀敏事務局次長がお迎

えし、福岡、そして日本と台湾の交流について親しく語り合い、親睦を深めました。

　また、台北駐福岡経済文化弁事処長として３月28日に着任された戎義俊（じょ

う　ぎしゅん）処長が、４月９日、議長室を訪問しました（写真下）。松本議長、

福岡県台湾友好議員連盟の役員がお迎えし、福岡県と台湾の交流について親し

く語り合い、親睦を深めました。

　日本への留学経験もある戎処長は、流ちょうな日本語で、松本議長および加

地会長をはじめとする福岡県台湾友好議員連盟への感謝の意を表し、来年10月

の九州国立博物館での故宮博物院展の成

功、日本と台湾の企業が手を組んで中国

へ進出する仕組みづくり、福岡と台湾の

観光交流の促進をテーマとして、福岡県

との経済、文化、観光分野での交流に全

力を尽くす旨を述べられ、終始なごやか

に懇談が行われました。

　２月27日、九州各県議会の議員や

県内首長そして九州経済界の皆さん

等を会員とする「九州の自立を考え

る会」（会長：藏内勇夫自由民主党福

岡県議団会長）による第３回広域行

政セミナーが、福岡市内のホテルで

開催されました。

　約200人の参加となった今回のセ

ミナーでは、霞が関や永田町の情勢

にも詳しい、毎日新聞東京本社の人羅格（ひとら　ただし）論説委員が「道州

制の展望と課題」と題して講演され、「道州制のレールが早く敷かれる可能性が

ある。道州制といっても中身が重要。中央集権の道州制など、ダメな道州制と

ならないよう、国の議論を注意深く監視していく必要がある。九州や沖縄はモ

デルとして先行して取り組むと良いのではないか」などの発言に、参加者は大

きくうなずき、終始熱心に聞き入っていました。

第３回広域行政セミナーを開催
　２月14日、アビスパ福岡の大塚唯史社長、下田功専務の役員をはじめ、マリ

ヤン・プシュニク監督、金久保順選手、城後寿選手、三島勇太選手が議長室を

訪問しました。

　松本國寛議長、アビス

パ福岡を応援する会の貞

末利光顧問（福岡県議会

議員サッカー部監督）、

長裕海同会会長がお迎え

し、アビスパ福岡の皆さ

んと交流を深めました。

アビスパ福岡の皆さんが
松本議長を表敬訪問

　４月２日から５日の行程で、

各会派の有志６名で構成する

環境問題調査訪問団を結成し、

江蘇省を訪問しました。

　江蘇省人民代表大会では、

阿部弘樹議員が、今回の訪問

のお礼を述べるとともに、「今

後とも深い友好関係を築いて

いくため一層努力していきたい」とのあいさつを行い、趙鵬（ちょう　ほう）

人代常務委員会副主任は「地方政府同士の信頼関係を一層強固なものにしたい」

とあいさつされました。この訪問で一行は、江蘇省の政府関係者に北九州市の

公害克服の事例を紹介し、今後の環境技術の在り方を協議するなど、両地域の

環境対策に関して意見交換を行いました。

江蘇省環境問題調査訪問団

　３月18日、ペルー福岡クラブ（県人会）の

大内田・アルマンド会長（写真右）、ペルー・

フクオカ学校のセバスチャン・アントン・フェ

デリコ初代校長、およびその関係者が議長室

を訪問しました。

　松本國寛議長および新村雅彦副議長、各会派の代表がお迎えし、福岡県とペ

ルーの友好交流やペルー・フクオカ学校について親しく語り合いました。松本

議長は「平成６年にペルーに小学校を建設しようということで、多くの福岡県

民の募金により、小中学校の建設が実現しました。セバスチャン先生は、初代

校長として、福岡県民への感謝の気持ちを忘れないよう“フクオカ”の名をの

こしてくださったと伺っております。福岡県民を代表してお礼を申し上げます」

とのあいさつを行いました。

　また、４月16日、ハワイ福岡県人会のレ

イモンド・セキヤ会長（写真左）と（公財）

福岡県国際交流センターの新宮松比古理事長

が議長室を訪問しました。

　松本議長および新村副議長、今年１月にハ

ワイ州を訪問した６人の議員も共にお迎え

し、ハワイ州との友好交流や10月に福岡県

で開催が予定されている第８回海外福岡県人会世界大会などについて懇談を行

いました。

　松本議長は、今年１月にハワイ州議会からの招聘（しょうへい）を受けて訪問

した際のお礼を述べるとともに、「今年10月の世界大会には、皆さんお誘いの上、

参加をお願いしたい」とのあいさつを行い、世界大会での再会を約束しました。

ペルー福岡クラブ
大内田・アルマンド会長 および
ハワイ福岡県人会レイモンド・セキヤ会長が
松本議長を表敬訪問

　３月８日、福岡県国

際交流推進議員連盟主

催による県内留学生と

の意見交換会・交流会

が行われました（留学

生53人、県議会議員

48人、執行部等12人

の計113人が参加）。

　意見交換会では、イ

ンドネシアからの留学

生 ユリ・レスティア

ニさんから「飲食店で

写真付きのメニューを増やしてもらうと、読み方が分からなくても指差すこと

ができ、観光客は便利だと思う」とか、中国からの留学生 エン・ウさんからは「福

岡の魅力は、どこのトイレに行ってもトイレットペーパーがあること、そして、

自分の母国語を生かして日本でアルバイトができればいいと思う」などの意見

がありました。

　その後の交流会においては、皆さん打ち解けた雰囲気で、歓談の輪が幾つも

できていました。

県内留学生との
意見交換会・交流会を開催

※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく
掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。
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６月定例会のスケジュール（予定）

日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

・６月７日（金） 開会

・６月13日（木） 代表質問

・６月14日（金） 代表質問

・６月17日（月） 一般質問

・６月18日（火） 一般質問

・６月19日（水） 一般質問

・６月20日（木） 常任委員会

・６月21日（金） 常任委員会

・６月25日（火） 閉会

６月７日（金）から
６月定例会が
　　始まります！

※「ふくおか県議会だより」についてのご意見・ご要望は、調査課までお寄せください。1092-643-3832　6092-643-3825　*gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp
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トピックス

議会事務局の組織と問い合わせ先
※福岡県議会についてのお問い合わせは、議会事務局の各課・室までお寄

せください。

総　務　課

■議会の庶務、経理
■本会議傍聴
■議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail　gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

議　事　課

■本会議、委員会などの運営
■請願、陳情
■会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail　ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

調　査　課

■情報公開
■ホームページ
■本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail　gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政策企画支援室

■議員提出条例の制定・改廃
■政策提言に係る企画支援　など

TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail　gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

※「ふくおか県議会だより」は新聞折込でお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、県立美
術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）ＣＤも発行しています。ご希望の方は、県議
会事務局調査課へご連絡ください。

※次号（第６号）の発行は、平成25年８月中旬を予定しています。

　４月27日、全国初の「公園の中の駅」である九州新幹線筑後船小屋駅前に「筑後広域公園芸術文化交

流施設（愛称：九州芸文館）」が開館しました。

　開館記念式典では、福岡県議会議長の代理として地元選出の藏内勇夫議員が、関係者の皆さまへ感謝

の意を表するとともに、芸術文化の交流拠点となる九州芸文館が九州をまとめる施設となることを期待

する旨の祝辞を述べ、その後関係者とともにテープカットを行いました。

　開館後は、トークショーや講演会、九州交響楽団によるコンサート、地元の子どもたちによる合唱など、

さまざまなイベントが行われ、快晴の空の下、多くの家族連れなどでにぎわいました。

　隈研吾氏（九州芸文館設計協力）と伊東順二氏（九州芸文館アートプロデューサー）のトークショーでは、「福

岡県は、千年以上の長きにわたって中国大陸と日本を結ぶ重要な拠点であったことを踏まえ、この施設が筑

後地方のみならず、九州、さらにはアジアの文化交流施設となることを期待する」などの話がありました。

　午後には、松本國寛議長と小川洋知事がお祝いに駆けつけ、「九州芸文館という新たな施設が加わった筑

後広域公園が、筑後地域を中心にして九州、全国、世界へと広がっていくことを期待しており、県議

会も知事とともに支援してまいります」との松本議長のあいさつの後、一日館長を務めたミス・インター

ナショナル2012の吉松育美さんへ、知事とともにねぎらいの言葉をかけ、花束の贈呈を行いました。

　九州芸文館では、今後、さまざまな展覧会や体験請座などが開催される予定であり、これらを

通じて地域の文化を発信するとともに、筑後地域の振興や発展につながることが期待されます。

　九州芸文館ホームページ　http://www.kyushu-geibun.jp

筑後広域公園に九州の芸術文化の交流拠点が誕生
～九州芸文館が４月27日に開館～

　平成24年５月10日、福岡県議会と大韓民国慶尚南道議会は、両地域

の交流促進と繁栄を目指し、友好交流協定を締結しましたが、このたび

（４月30日）、協定締結後初めて、大韓民国慶尚南道議会訪問団（団長：

黃太守（ファン　テス）韓日親善議員連盟会長）10人が、松本國寛議

長を表敬訪問しました。その後、福岡県議会日韓親善議員連盟役員など

も加わって意見

交換会が行われ、

両県・道議会の

友好関係のさら

なる発展を誓い

合いました。

大韓民国慶尚南道議会が友好交流協定締結後
初めて福岡県議会を表敬訪問！

　松本國寛議長は、県議会を代表して県

主催の「福岡県観光プロモーション」に

参加するため、小川洋知事とともに、３

月14日から17日まで、４日間の日程で、

タイ王国バンコク都を訪問しました。

　今回の観光プロモーションや同時開催の「鉄道デザイン展」では、タ

イ国民の皆さまに、本県の観光や文化などのさまざまな魅力を紹介する

とともに、あまおう、八女茶、福岡銘菓、福岡の地酒等のＰＲに力を入れ、

大変好評で、実りの多い訪問となりました。

　また、松本議長と小川知事は、本県議会が６年来の交流を続けるバンコク都

議会を表敬訪問し、福岡県とバンコク都との友好交流の絆を一層強めました。

福岡県観光プロモーション
参加の報告

※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく
掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

　議会カレンダー
を配置し、その月の
議会のスケジュー
ルを見ることがで
きるなど、さらに
見やすくなってい
ます。
　スマートフォン
向け動画配信も併
せて、ぜひ一度、
ご覧ください。

トップページのレイアウトが変わりました！

 福岡県議会ホームページ	 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
 携帯電話向けサイト	 http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/m/


